第２学年　社会科（歴史的分野）学習指導案
平成21年11月20日（金）
                                                        　　　指導者　 　藤　井　寛　史
１　単元名　　宮崎県は２度誕生した　～　川越進と分県運動　
２　目　標　
　○　宮崎の分県運動に興味・関心をもち、明治時代の特色について意欲的に調べることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（社会的事象への関心・意欲・態度）
　○　宮崎の分県運動について、当時の歴史的背景と関連づけて多面的・多角的に考察できる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（社会的な思考・判断）
○　年表や文献などの諸資料を適切に読み取り、自分の考えを表現・発表することができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料活用の技能・表現）
○　宮崎の分県運動を学習することを通して、次のような明治時代の特色をとらえることができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（社会的事象についての知識・理解）

３　指導観
○　本単元は、中学校学習指導要領解説社会編（平成20年９月）歴史的分野　内容（１）－ウ「学習した内容を活用してその時代を大観し表現する活動を通して、各時代の特色をとらえさせる」ことを目的として設定した。今回の指導要領の改訂で新しく作られたこの項目は、各時代の学習のまとめとして実施することを原則とし、各時代の学習の初めにその特色の究明に向けた課題意識を育成した上で、他の時代との共通点や相違点に着目しながら、大観や表現の仕方を工夫して、各時代の特色をとらえさせようとするものである。具体的には、明治新政府の諸改革および西南戦争や自由民権運動などを経て天皇を中心とした立憲国家が成立するまでの学習を終えた後、同時期に宮崎県で起こった分県運動について学習することで、明治期の歴史に対する認識の深まりや宮崎県の歴史に対する関心を高めることを意図して内容を構成している。
明治新政府は、近代国家の建設をめざして次々に改革を実行していった。中でも廃藩置県は、それまでの幕藩体制を廃止し、中央集権的な国家システムを創り上げるための大きな改革の一つであった。現在の宮崎県の区域における置県までの経緯は、1871（明治４）年７月に「延岡・高鍋・佐土原・飫肥・人吉・鹿児島」の６県が置かれたのち、同年１１月にはこれら６県が「美々津県・都城県」の２県に統合され、さらに1873年にはこの２県が統一され初めて「宮崎県」が誕生している。しかし、その後明治政府の県郡統廃合政策により、1876年に宮崎県は廃止され、鹿児島県へ合併されてしまう。
政府の県郡統廃合政策の背景には、財政面の問題などが考えられているが、宮崎県と鹿児島県の合併については、明治新政府の改革に対する士族の不満もあげられる。特に鹿児島県には下野していた西郷隆盛の周辺に士族たちが集まっており、政府にとって難治県となっていた。一方隣県の宮崎県は、人口構成における士族の割合が18.2％と高かった（全国平均は5.2％）にもかかわらず、西南戦争までは政府に対する反抗が見られていなかった。また、当時の県令である福山建偉（鹿児島出身）は宮崎のことを「人民が蒙昧であり…自由の権利と義務を了解せず、旧習を墨守し文化の何たるかを知らない民」（「宮崎県史」より）と評している。新政府は、このような宮崎県民を鹿児島県に吸収させることで鹿児島の士族の不満の機運を柔和しようと意図して、西南戦争の前年に合併を急遽断行している。
この翌年、新政府に対する最後の武力反抗となった西南戦争が勃発した。前年の合併や旧島津藩とのしがらみから、西南戦争の際には宮崎からも多数の士族・農兵たちが西郷軍に加わり、宮崎でも激戦が繰り広げられている。西南戦争で西郷軍が敗れた後は、専制政治に対する批判は言論によるものが中心となり、全国で自由民権運動が展開されていくことになる。ただし、この時期の宮崎では自由民権運動よりも鹿児島県からの分離・独立を求める「分県運動」が盛り上がっていく。
  　　鹿児島と合併した当初の宮崎県民は「度重なる分離・合併の一つ」くらいの認識しかなかったようであるが、「県庁が遠すぎる」「産業・教育政策が鹿児島に偏重している」「納税に見合う資本投下が宮崎になされていない」など、合併の結果、納税に見合う行政サービスが宮崎に還元されていないことに気づいた後は、分県を主張するようになった。当時の鹿児島県議会議員の鹿児島区：宮崎区の比率は「鹿児島36人：宮崎17人」（1881明治14年）であり、分県運動の当初は分県の建議すらも受け入れられなかった。しかし、川越進（加納出身）や藤田哲蔵（延岡出身）などの鹿児島県議会議員たちが上京し、伊藤博文や山県有朋など旧長州出身の有力者などに陳情したり、宮崎での弾劾演説などが展開されたことに加え、川越進が鹿児島県議会の議長に就任したこともあり、1883（明治16）年５月に宮崎県の再置が実現したのである。
  　　この分県運動にめざましい活躍をした川越進は、同年７月に初代の宮崎県議会議長に就任、そして1890（明治23）年には第一回帝国議会の衆議院議員となって宮崎の発展に尽力した人物であり、県庁の前庭には銅像が建立されている。現在の宮崎県が存在するのも川越進の精力的な活動なしには考えられない。こうした身近な地域の人物やそれにかかわる県内の歴史的事象を学習することを通して明治期の歴史学習を振り返らせることは、既習の学習内容の定着をはかることや、身近な地域の歴史に対する関心を高める上で有効であると考える。
　○　本学級の生徒（男子26名、女子13名）は、明るく何事にも活発な集団である。社会科の授業に対しても大変意欲的に取り組み、活発な発言も多く見られる。年度当初のアンケートでは、２８名（男子１９人・女子９人）が「社会科が好き」と答えている。また社会科の特性として分野によって興味・関心の差があるが、「社会科が好き」と答えている生徒の理由のほとんどが、「歴史が好きだから」と答えている。標準学力検査等の結果を見ても、全分野とも高い正答率を残しており、知識・理解力が高い生徒は多い。しかし、発表やワークシートの記述等を見ると、自分の意見はしっかりともってはいるものの、その考えが論理的ではない部分も多く見られ、社会事象を多面的・多角的に考察したり、因果関係を追究したりするまでには至っていない生徒も少なくない。またグループごとの話し合い活動は積極的に取り組むものの、討論しながら自分の考えを練り上げていくというレベルには至っていない。
　○　本単元の構成にあたっては、宮崎県の分県運動に対する生徒の思考の変容をねらって、以下のような手だてを講じることとした。
	ア　生徒の思考をゆさぶるための教材の工夫
    前単元までの明治時代の学習において、新政府の様々な政策について意義や内容は理解しているが、各地域の住民が受ける影響までは気づかせることはできない。例えば、宮崎県が廃藩置県によって誕生したがわずか３年で無くなり、再び誕生するという事実は、当時の宮崎県人にどのような影響があるのだろうか。このように身近な宮崎の歴史的事実を取り扱うことは、生徒の興味関心を高め、思考をゆさぶるのに有効である。そこで、宮崎県の２度の誕生を取り上げ、分県に尽力した川越進の半生とからめながら、教材化していくことは、宮崎県への郷土愛をいっそう高めさせるとともに社会について考え続けることにつながると考える。
イ　生徒の思考力を高めるための討論の工夫
    歴史的事象を題材に「今後どうなるのか」という討論を行うと、その後の歴史を知っている生徒は思考することをやめてしまう。そこで、本単元では川越進がとった行動について、当時の立場と現在の立場から価値判断を行う。その際に、与えられた資料をよく吟味させ、自分の考えを根拠をもって討論ができるようにすることで、生徒の思考力も高まると考える。
ウ　生徒の思考を意識した指導過程の工夫
　　生徒の既存の知識を少しずつずらしていく資料を用いることで、生徒の思考は「対照化」と「暫定的整合化」を繰り返す。さらに「確定的整合化」「正当化」が図れるような資料を効果的に使いながら生徒の思考の流れを意識した指導過程にしていきたい。


４　指導計画
　　　　教師の発問　　　　　学習問題・討論題　　　　生徒の発言・思考　　　　　獲得される知識
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５　思考の流れ

	思考の局面
	手立てと発問
	生徒の思考

	①暫定的整合化
生徒自身の解釈（知識・経験・見方や考え方・推論）を表出させる。

②対照化
①で表出された解釈を否定するような事実を提示する。

③暫定的整合化
②での問いに答えられるような資料をもとに推論させる。
④確定的整合化
③までの問いに対して、事実に基づいて説明できるような解釈を提示する。

⑤対照化
④で安定した解釈を否定するような事実を提示する。
⑥暫定的整合化
⑤と合わせて考えることで、生徒自身の解釈を表出させる。
⑦確定的整合化
これまで習得した事実に基づいて説明できるような解釈を提示する。

⑧正当化
各自の再編された知識や価値観を主張しあうことで、より高いレベルの知識や価値観へと高めるための討論
	○資料「国会開設の請願と建白の署名者数」


○資料「明治１３年ごろの日本の行政区分」

○資料「宮崎県の行政区分の変遷」

○資料「県郡大廃合について」

○資料「国会期成同盟の結成について」
○資料「住民の不満・陳情」
☆討論Ⅰ

☆討論Ⅱ
【分県運動優先側】の資料　　　　　　　　　　
【民権運動優先側】の資料
○資料「川越進演説の下書き」
○ゲストティーチャーの話


	・全国各地でかなりの多くの自由民権運動が起こっている。
・宮崎の人は関心が低かったのではないか。

・リーダーとなって運動する人がいないからではないか。

・宮崎県はなくなっている。

・一度誕生した宮崎県は、この時期、鹿児島県に併合されたのだ。

・なぜ、宮崎県を無くなってしまったのだろう。

・財政的な問題や旧藩との関係で多くの県が無くなったようだが、宮崎県は政府と鹿児島県との関係も影響しているようだ。

・宮崎にも国会開設を目指す川越進という人物が存在した。

・川越進は、民権運動の中心的存在として活動していたようだ。

・元宮崎県民にとっては、民権運動よりも分県運動を願っていたのだな。

・まずは宮崎の切実な問題を解決するためには、分県運動を進めた方がよい。

・近代国家を目指すために、まずは国会・憲法をつくって民主主義の世の中にすべきだ。
・川越進はねばり強く分県運動をすすめ、宮崎県を誕生させたのだ。


６　本単元までに習得した学習内容と討論の関係












７　各時間の学習指導過程
【第１時】

(1) 目標
○　明治初期の宮崎の動きについて意欲的に調べることができる。　　　　　　　　（関心・意欲・態度）
○  当時の宮崎に関する諸資料を的確に読み取り、表現することができる。　　　　　　　（技能・表現）
(2) 指導過程
	学習内容及び学習活動
	指導上の留意点
	資料・準備


	１　明治維新によってこれまでと変わったことを発表する。

２　資料をみて、気づいたことを発表する。
　　対照化
３　学習課題を確認する。

４　予想を発表する。
５　1880年頃の宮崎の様子について調べる。
６　県郡大廃合を行った理由について考える。
７　当時の宮崎県で配布されたある文書（国会期成同盟結社の文書）に関する資料を読んで、分かったことを発表する。

８　本時のまとめを行う。

	○　単元に入る導入として、明治維新を想起させる。

○　単元を構成する上で大事な資料となるので、じっくり見させて自由に意見を発表させる。
○　予想については、これまで学習したことを踏まえて発表するように助言する。
○　廃藩置県による宮崎県誕生から鹿児島県への併合までの流れを、既習した歴史的事象を付け加えながら丁寧に説明する。
○　難しい言葉は解説を加える。

○　県郡の廃合は、政府内にも賛成反対の意見があることをとらえさせるとともに、当時の歴史的背景を読み取らせる。
○　川越進が宮崎出身であるということ、民権運動の中心人物の一人であったということをとらえさせ、ここでは深入りはさせない。
○　本時を簡単に復習し、次時につなげる。

	資料１「国会開設の請願と建白の署名数」
ワークシート
カード
ワークシート
ｽｸﾘｰﾝ、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、

PC、ﾜｰｸｼｰﾄ
資料２「1880年頃の日本の行政区分」
資料３「宮崎県の行政区分の変遷」
資料４「県郡大廃合」
資料５「国会期成同盟の結成について」



【第２時】

(1) 目標
○　意欲的に川越進に関するディベート的討論に取り組むことができる。　　（関心・意欲・態度） 
○  学習してきた事項を踏まえ、根拠に基づいた討論を行うことができる。　　　　（思考・判断）
(2) 指導過程
	学習内容及び学習活動
	指導上の留意点
	資料・準備

	１　前時の学習を振り返る。
２　資料「住民からの不満」を読む。
２　学習問題を確認する。

　
３　分県運動優先と民権運動優先の２チームに分け、ディベート的討論を行う。

（１）準備時間　　　　　　　　　10分
（２）立論　（分県側）（民権側）各2分
（３）作戦タイム　　　　　　　　 1分

（４）質疑　　　　　　　　　　 各1分

（５）作戦タイム　　　　　　 　　3分
（６）反論　（分県側）（民権側）各2分
　　　　　　　　　　　暫定的整合化
４　各グループの討論の柱を全体に発表する。
５　示された根拠をもとに全体での討論を行う。
６　本時のまとめを行う。

	○　前時までの学習内容を振り返り、本時の学習への意欲を高める。
○　多くの「不満」から住民たちが求めている分県という方向性を読み取らせる。
○　分県運動と民権運動は相対するものではないが、同時に進めることは難しいことを告げる。
○　ディベート的討論なので、１グループ（４名）を２チームに分け、簡単に討論の流れを説明する。

○　それぞれの立場の立論（主張）を考える際に、これまで学習したことを踏まえ、根拠となる事実（資料）を引用するよう指導する。
○　それぞれの立論・反論はすべて記録用紙に書き取らせる。

○　判定はつけないこととする。
○　各グループの討論の内容が明らかになるように、論点や根拠のキーワードを前に掲示しながら結果をまとめる。
○　討論した内容や示された根拠をもとに全体での質疑・討論を行う。
○　教師側からも質疑を行い、討論を深めるために必要な資料を提示したり、助言を行う。
○　今日の授業について自己評価させ感想を書かせる。
	資料６「住民からの不満」
ﾜｰｸｼｰﾄ、タイマー、ボード、マーカー
ボード
諸資料
 ﾜｰｸｼｰﾄ



【第３時】

(1) 目標
○　宮崎の分県運動について意欲的に討論することできる。　　　　　　　　（関心・意欲・態度） 
○  諸資料を適切に取捨選択し、根拠のある主張を考え、討論することができる。　（技能・表現）
(2) 指導過程
	学習内容及び学習活動
	指導上の留意点
	資料・準備

	１　プレゼンテーションをみる。
２　学習問題を確認する。

　
３　これまでの学習をふまえ、カードに自分の意見と理由を記入する。　　　　　　　　　確定的整合化
４　それぞれのカードを黒板にはる。
５　クラス全体での討論を行う。
正当化
６　討論の結果を踏まえて、自分の最終的な考えをまとめる。
７　本時のまとめを行う。

	○　前時までの学習内容を振り返るため、生徒代表がプレゼンテーションによって説明し、本時の学習への意欲を高める。
○　これまでの学習内容や配付資料を振り返らせ、根拠のある考えを出させる。
○　全生徒の考えがわかりやすいように、「肯定」と「否定」でカードの色を変えて書かせる。
○　その後の討論にそなえて、出された意見をグループ分けしながら黒板にはる。
○　黒板にカードをはった後、その後の討論に備えて座席の移動を行う。
○　反対の立場の発表に対して、反論する点を明確にしながら討論をさせる。
○　どちらの側を選んだとしても、根拠をしっかり示した考えになるように助言する。
○　今日の討論について自己評価させ感想を書かせる。
	VTR、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、
ｽｸﾘｰﾝ、PC
ﾜｰｸｼｰﾄ、カード
ｽｸﾘｰﾝ、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、

PC、ﾜｰｸｼｰﾄ
ｽｸﾘｰﾝ、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、
PC、ﾜｰｸｼｰﾄ
ﾜｰｸｼｰﾄ
ﾜｰｸｼｰﾄ


【第４時】

　(1) 本時の目標
　　○　ゲストティーチャーの話を意欲的に聞くことできる。　　　　　　（社会的事象への関心・意欲・態度）
○  これまで学習してきた事項をふまえ、明治時代の特色をまとめることができる。

（社会事象についての知識・理解）
  (2) 指導過程
	学習内容及び学習活動
	指導上の留意点
	資料・準備

	１　前時までの復習を行う。

２　資料「国会開設の建言書」をみて、説明を聞く。
３　学習問題を確認する。


４　予想をしてみよう。

５　資料「川越進演説の下書き」を読んでわかったことを発表する。

６　ゲストティーチャーの話を聞く。
７　質問をする。

８　明治時代の特色をまとめる。

	○　２回にわたる討論を総括し、それぞれの考えを整理させる。

○　元老院に提出された建言書には、川越進の名前がなかったことを知らせる。
○　川越進が、民権運動ではなく分県運動を選択した心情を読み取らせる。

○　宮崎の分権運動についての概略と、川越進の活動およびその後の川越進について説明をしてもらう。
○　できるだけ多くの質問ができるように話を聞きながら考えさせておく。
○　これまで学習してきたことを踏まえ、明治時代を自分の言葉で説明できるように書かせる。


	資料

「国会開設の元言書」
資料「演説の下書き」
ワークシート

ワークシート


資料「住民の不満・陳情」を読む


」�
































自由民権運動が盛んであった明治13年当時は、宮崎県は鹿児島県に併合されていたため、記録が少なかった。しかし、国会開設を求める「国会期成同盟」が鹿児島市で結成され、その発起人代表の１人として「川越進」という宮崎出身の県議会議員がいた。





・なんと、宮崎にも国会開設を目指す人がいた。


・川越進というリーダーが国会期成同盟の文書を県下に配布し、広く県民に呼びかけている。


・要求が実現するまでは何年かかろうとも同盟を解かないといっている。





資料５「国会期成同盟の結成について」を読んで、わかったことを発表しよう。





このころ、宮崎ではある文書（国会期成同盟約条）が出回っていたらしい。


」�








政府の中にも、施政・財政上すぐにでも大廃合をすべしという「積極論」と地形の不便さ、風習の違いなどがあるという「慎重論」があった。しかし、併合論が大勢を占め、県郡大廃合が行われることになった。








資料４「県郡大廃合について」を読んで考えよう。








・６０県は多すぎたから　・政府のいうことを聞かない県を廃止した。　





なぜ、政府は県郡の「大廃合」（全国で60県を35県へ）をおこなったのだろう？





廃藩置県によって1873（明治６）年に誕生した「宮崎県」は、1876（明治９）年の「県郡大廃合」によって鹿児島県に併合されている。自由民権運動が盛んであった1880（明治13）年当時は、宮崎県は存在しないため記録もない。





資料３「宮崎県の行政区分の変遷」を見てみよう





・宮崎県がない　　・今の宮崎県は鹿児島県になっている　　・３５県しかない





資料２「明治13年ごろの日本の行政区分」を見てみよう





1880（明治１３）年頃（民権運動がピークを迎えている頃）の宮崎では何が起っていたのだろう？





（予想）○　宮崎の人は国会開設に関心がなかったのではないか。


○　宮崎は地方にあるので、国会開設よりも身近な問題に関心があったのではないか


○　宮崎には中央の情報が伝わっていなかった


○　リーダーとなって運動をする人がいなかったのではないか





なぜ、宮崎では民権運動がおこっていないのだろう？





・かなり多くの数の請願が出されている。　　　・1880年に最も多く出されている。


・全国各地で署名活動がおこっているが、佐賀や宮崎には何も書かれていない　　








資料１「国会開設の請願と建白の署名者数」をみて、気づいたことを発表しよう。














なぜ、川越進は建言書に署名しなかったのだろう？








討論の様子を全体で確認しよう


」�








川越進は、宮崎の分県運動と、自由民権運動のどちらを優先すべきだろう？





「分県運動優先」・「自由民権運動優先」に分かれ、その理由を主張しよう。（ディベート的討論）











（分県運動優先）


・川越進が県のために頑張ったから、今の宮崎県がある。








（自由民権運動優先）


・まず国会開設を実現し、国のリーダーとなって、もっと宮崎を発展させる。








お互いの主張の反論を考えよう





（自由民権運動優先への反論）


・国会を作ったとしても、政府は宮崎のことを考えていないので、宮崎は発展しない。あるいは、宮崎はできなかったかも











（分県運動優先への反論）


・国会を作らないと、自分たちの意見が通らないので、宮崎でがんばっても意味がない。民権運動に力を入れて、国のリーダーになるべきだ。








それぞれの主張・反論にはさらに根拠が必要である。





それぞれの主張・反論の根拠となる資料を見つけよう





（資料の例）


・当時の宮崎における経済状況　　・当時の宮崎における教育　


・当時の宮崎の交通運輸網　　　　・当時の宮崎の地理的位置


・国会開設について　　・地租改正　　・百姓一揆の高まり　　・不平等条約の影響


・憲法の制定について





資料をもとに根拠のある主張を考えよう。





自由民権運動を優先すべし！





分県運動を優先すべし！





討論の結果を踏まえて、自分の最終的な意見を決めよう。








（分県運動優先）意見例


・小学校が１年間休校する、補助金がストップするという教育問題はきわめて深刻で、何年先にできるかわからないような国会開設よりも切実な問題なので、一刻も早く分県を果たしてほしいと思ったから。











（民権運動優先）意見例


・教育問題や交通、運輸の問題など、分県したから解決するという問題ではない。すべては、国民に言論、集会の自由などの権利が与えられなければ始まらないと思ったから。








クラス全体で討論しよう。








みんなの意見を黒板に張って確認しよう。





カードに自分の意見と理由を記入しよう。








当時の川越進は、宮崎の分県運動と自由民権運動のどちらを優先すべきだったのか再度みんなで討論しよう。





「国会期成同盟」の発起人として自由民権運動を進めていた川越進だが、日向国の住民から切実な訴えが出され、宮崎の分県を求めてきた。





これまでの学習をふまえ、川越進の決断について、再度自分の考えをまとめよう。





・明治新政府は、中央集権的な国家システムを作り上げるための政策の１つである廃藩置県は単に藩が県に変わるというだけでなく、地域住民・士族らにとって大きな社会システムの変革であった。


・廃藩置県による反発が、士族による西南戦争などを起こし、その後（分県運動を含む）自由民権運動へと発展し、憲法制定・国会開設につながる。





・教育の振興　・産業の振興　


・交通、運輸の整備　・地形の不便さ





・国会開設憲法制定の必要性　・地租改正の軽減


・不平等条約撤廃　　・言論集会の自由





自由民権運動優先すべし！





分県運動優先すべし！





「分県運動優先」「民権運動優先」それぞれの重要性を確認しよう。





これまでの学習をふまえ、明治時代の特色をまとめてみよう。








ゲストティーチャーに質問してみよう。








川越進と分県運動についてゲストティーチャーの話を聞く。








実は、元老院に提出された国会開設の建言書は、「柏田盛文」（薩摩藩出身の県会副議長）の名で出され、発起人代表としてかかわってきた「川越進」の名前はなかった。





なぜ、川越進は建言書に署名しなかったのだろう？





なぜ、宮崎では民権運動がおこっていないのだろう？





なぜ、政府は県郡大廃合を行ったのだろう？





　川越進は、宮崎の分県運動と、自由民権運動のどちらを優先すべきだろう？





既習の内容において習得した知識・技能























近現代の日本と世界


［２年次］





○明治維新の経緯のあらまし


○新政府の諸改革


（廃藩置県、学制・兵制・税制の改革、身分制度の廃止、領土の画定）


○自由民権運動の全国的な広まり、政党の結成


○大日本帝国憲法の制定


○議会政治のはじまり





本単元で追究する内容と習得する知識・技能











　分県運動と民権運動のどちらを優先すべきか





　宮崎県で民権運動がおこっていないのはなぜか





○第一次討論（ディベート的討論）を行う。


○分県運動のメリット、民権運動のメリットを出させる。





○宮崎県は鹿児島県へ併合されていた時代がある。


○宮崎出身の川越進という民権運動のリーダーがいた。





習得した内容をもとに、思考力を高めるための討論








【討論題】


　　　「川越進は、分県運動と民権運動のどちらを優先すべきか」


　○第一次討論（ディベート的討論）を取り入れることで、それぞれの立場の根拠を明らかにする。


　○第一次討論の資料とこれまで習得した知識や技能を生かした討論を行うことを通して、当時の時代背景をふまえた川越進の決断を検証させる。





当時の川越進は，分県運動と民権運動のどちらを優先すべきだろうか？





当時の川越進は，分県運動と民権運動のどちらを優先すべきだろうか？





宮崎で自由民権運動がおこっていないのはなぜだろう？





○　気が変わったからではないか。　　　　　　　○　柏田盛文が署名させなかった


○　他にやりたいことがあったからではないか。　








資料６「川越進演説（草稿）」を読んで、川越進の考えを読み取ろう。








